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講義コード  科目区分 専門教育科目 

(フリガナ) ケイエイノジッサイⅡ（トッコウ） (フリガナ) オオツタ カツイ 

授業科目名 経営の実際Ⅱ（特講） 担当教員名 大蔦 勝威 

英文授業科目名 Actual condition of managementⅡ 

基準年次(開講期) 4年（後期） 履修形態 選択 

曜日/ 時限/ 講義室 金 3限／池袋 

授業の方法 講義 
授業の方法 

（詳細情報） 
講義 

単位 2 週時間 2 

授業のキーワード 社会に出て役立つ「実学」重視 

授業概要・目的 

トランプ米大統領が就任して９カ月後に始まるこの授業までに、世界経済・経営がどう変化しているかは予測できな

い。しかし、状況を常に注視し、冷静な分析を学生諸君に伝えることを第一としながら、共に考える授業を行ってい

くという方針は変わらない。 

到達度評価の評価項目 

① 授業をどれだけ理解できているか。 

② 「自分はこう考える」という意識を常に持って授業を受けてもらいたい。それが試験の成績に必ず反映される。 

 

第 1回 
９月の日銀短観で示される経営者の景況感を中心に今年度下期の経済を展望 

  

第 2回 
コーポレートガバナンス（企業統治）㊤「形態」 

  

第 3回 
コーポレートガバナンス（企業統治）㊦「運用」 

 

第 4回 
企業コンプライアンス（法令順守） 

  

第 5回 
業界展望 ㊤ 

  

第 6回 
業界展望 ㊥ 

  

第 7回 
業界展望 ㊦ 

 

第 8回 
９月中間決算の分析を中心に、２０１８年３月期（通期）業績を予測 

  

第 9回 
企業研究 ① 

  

第 10回 
企業研究 ② 

  

第 11回 
企業研究 ③ 

  

第 12回 
企業研究 ④ 

  

第 13回 
企業研究 ⑤ 

  

第 14回 
企業研究 ⑥ 

  

第 15回 
授業の総括と試験について 

 

教科書・参考書等 
教科書は使用しない 

 

授業で使用する機器等 特になし 

予習・復習へのアドバイス 新聞など活字に触れる機会を増やしてほしい 

履修上の注意・受講条件等  

成績評価の基準等 試験５０点、出席５０点を基準とする 

メッセージ  

オフィスアワー  

その他  

授　業　計　画



 


